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1主 題 につ いて

1主 題設定の理 由

今 日、学校教 育にお いては、国際化や情報化 の進展、少子高齢化な どの社会的変化 を背

景として、地域や 生徒 の多様なニーズ に対応 して豊かな人間性 をは ぐくむ とともに、生徒

一 人一人の個性 を生か してその能力 を十分 に伸ばす 、新 しい時代の教育のあ り方が 問われ

ている。

このよ うな背景 の中、平成14年 度か ら学校週5日 制が完全実施 され、平成15年 度 か

らは、高等学校 にお いて新学習指導要領が施行 され る。新学習指導要領では、 「学校設定科

目 ・学校設定教科」 の設置、「総合的な学習の時間」 の創 設な ど、各学校が生徒や地域の実

態な どを踏 まえ、創意 工夫を生か して主体的 に教育課程 を編成 し、特色 ある教育活動 を実

施できる仕組みが整 え られた。指導 内容 によって は、地域 と連携 し、学校外 の専門家や地

域住 民な ど地域 の人材や施 設を活用 して教育活動 を実 施す る ことが大切 とな り、今 まで以

上に開かれ た学校づ く りを進め ることが必要 となった。

また、東 京都 は今 年度 よ り、学校 の教育 目標 や 運営方 針、指導 につ いて、学 校が 保護

者 ・地域関係者 と協議 し、その意見 を学校運営 に反映 させるための場 として 学校 運営連絡

協議会 を全校 に設置す る こととした。また、年間 を通 した授業公開の実施 な ど開かれた学

校づ くりを推進す る仕 組み を整 えてきた。さ らに、平成15年 度よ り入学者 選抜 にお いて

学区が撤廃 され、中学生は全都か ら入学 したい学 校 を選択で きることにな った。 このよ う

な状況の中、都立高校が 中学生や保護者か ら選ばれ るためには、都立学校は開かれ た学校

づ く りを一層推 進する とともに、学校運営の方法 を見直 し、生徒 にとって魅 力の ある特色

をつ くり出 し、そ の特色 を効果 的に知 らせる ことが今 まで以上に必要 となる。

しか し、学校 が学校運営連絡協議会での意見や評価 を どのように教育活動 に反映 させ 学

校 の個性化、特色化 を進 めて いくかは、各学校で現在検討 中で あろ う。 また、新学習指 導

要領の趣旨 を生か して特色 ある教育課程 をいか に工夫す るか につ いて も、今後 一層 の改善

が求め られる。 さらに、広報活動は、学校 によってそ の方法が さまざまで あ り、効果 的 に

行われてい るとは言 い難 い。学校が保護者、地域の ニー ズに応 える とともに地域 と連 携 し

た学校づ く りを行 うため には、学校や 生徒の現状や学校 の特色 について保護者や 地域に知

らせる方法 を考える必要がある。

このため、今年度は 、「開かれた学校づ くりを通 して、特色ある都立高校 を 目指す学校運

営 のあ り方」 を研究 主題 として設定 し、3つ の分科 会に分かれ、

(1)学 校評価の結果 を活か した特色化の方策

(2)特 色ある教 育課程 の工夫

(3)学 校の特色を効 果的に伝える広報活動の工夫

のテー マで研 究を行 った。

なお、本部会で は、学校 が共通理解 の もとに、 日常の教育活動 にお いて力 を入れて取組

み、教員 ・生徒 ・保護者 ・地域 に認知 され る レベル に現れたその学校の肯 定的な状態 をそ

の学校の特色 と、 また、そ こに至 る過程 の状態 を特色化 と定義 した。

2



2研 究内容

研究主題 「開かれた学校づ くりを通 して、特色ある都立学校 を目指す学校運営の在 り方」の

もと、三つのテーマの関係 を下図のように想定 し、それぞれ の視点か ら検討 した。
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(1)学 校評価の結果を活 か した特色化の方策

学校評価 は、生徒や保護者 のニーズが示 される点 で、個性化 ・特色化 を推進す るための

大 きな手掛か りになる。学校 の現状 を把握 し、内部お よび外部か らの声 を慎重 に分析 ・検

討す ることによ り、特色 ある学校づ く りへの方策 に結びつ けてい くことが可能 となる。

そ こで、学校運営連絡 協議会試行校 に対 し学校評価 に関す るアンケー トを実施 し、学校評

価 を活用 した学校 の個性化 ・特色化の可能性について検討 した。また、今年度か ら学校運

営連絡協議会 を実施 している全都立高校 に参考 となるよう、試行校 にお ける学校改善の取

り組み例 を整理 し、ま とめた。

(2)特 色 ある教育課程の工夫

開かれた学校 づ くりが推進 されてきて いる現在、学校教育の根幹である教育課程の在 り

方が学校選択 に直結 されて くるであろ う。生徒の興味 ・関心や適性等 に対応 した、特色あ

る教育課程の編成 ・工夫が一層必 要 とな って くる。そ こで、教育課程 を中心 に各学校の特

色化 を点検できるチ ェック表 を作成す るとともに、 まず 自校のみで可能な特色化、次 に幅

広 い連携 によって可能 とな る特色化 の両面か ら、どのよ うな実践が可能か考察 した。

(3)学 校の特色 を効果的 に伝える広報活動の工夫

開かれた学校づ く りが進め られ る中で、家庭 ・地域 ・社会 に向けて、各学校の特 色を効

果的 に伝 える広報活動が求め られて いる。そ こで、広報活動が どのよ うに効果を発揮 した

か、在校 生や広報担当者 に対す るアンケー ト調査か ら分析 した。そ して効果的な広報活動

を行 うための、校内の組織 づ くりの工夫を示す とともに、視覚的な手法 を取 り入れ た広報

活動の方法 につ いて検 討 した。

3



1!学 校評価の結果を活か した特色化 の方策

1は じめ に

今 日、社会の成熟化 に伴 い生徒の価値観が多様化 している。東京都教育委員会 は、平成7

年度 に 「都立高校 白書」にお いて、個性化 ・特 色化 の推進を掲 げ、平成9・11年 度 には 「都

立高校改革推進計画」 を作成 し、柔軟で多様な高校教育 の展開のための方策 を示 している。

それぞれの都立高校 は 「特色ある学校づ くり」 に向けて、 日々の実践 を重ねて いるが、そ の

成果が 目に見え る形 とな って表れてきている例は まだ多い とはいえな い。

このよ うな状況のなか 、平成13年 度か ら全都 立高校 に学校運営連絡協議 会が設置 された。

学校の教育内容 を保護者や地域 に示 して理解 と協 力を得る とともに、学校評価 を通 して学校

に対する要望や意見 を学校運営 に反映 させ る しくみが整え られた。 この制度 は、学校の特色

化への大 きな後押 しと考え られる。

学校評価 につ いては、教育庁指導部か ら 「東京都公立学校学校評価基準」(平 成7年2月)

が刊行 されて いる。 このなかでは基本的な考 え方 として 、 「組織体 としての学校が、学校 と

しての教育機能 をどの程度果た して いるか を総合的客観的に評価 し、その結果 に基づ いて教

育活動全般 につ いての改善策 を立て、各学校 にお ける教育活 動の充実 、向上を図 ることjと

示 され ている。そ して、基準の作成にあたっては、 「学校 の個性化、特色化 に対す る評価 が

できるよ うにす る」 とい う基本方針が ある。

そ こで、本分科会は小主題 を 「学校評価の結果 を活か した特色化の方策」 と設定 して、平

成11・12年 度学校運営連絡協議会試行校 にア ンケー ト調査 を行 い、学校評価 の結果 とそ

の結果への対応 、結果 を活 か した特色化 の方策 について研究 を進めた。学校評価 の結果 を、

教員 と生徒、保護者の三者が高 く評価 した項 目はそ の学校の特色 と見な し、教員 と生徒 の評

価が大 きく食 い違 う項 目を、これまで の取組み と今後 の対応によって特色 とな りうる特色化

の過程 の段階 と考 え、ア ンケー ト結果 を分析 し考察 した。

2試 行校のr学 校評価」に関するアンケ ー ト調査

(1)ア ンケー ト対象校

平成11年 度か らの学校運営連絡協議会試行校27校 および平成12年 度 「学校運営

連絡協議会試行校報告書」(平 成13年3月)を 基に、12年 度試行校 の中で教 員 ・生

徒 ・保護者 の三者 に学校評価 を実 施 した23校 の合 計50校

(2)ア ンケー トでの調査項 目

(ア)自 校の学校評価 において、教員 と生徒(一 部保護者 を含む)の 評価が下の① ～④ に

最 も当て はまるのは、 「学校運営」 「教科指導」 「生活指導」 「進 路指導」 「健康安 全 ・

施設設備 」 「特別 活動」 「部活 動」 「その他」の8項 目の うちの どれか(「 学校運 営連

絡協議会 による学校評価」を参 照 した。)。

① 教員 ・生徒(保 護者 を含 む)の 評価 が最 も高い項 目

② 教員 ・生徒 の評価が最 も低い項 目

③ 教員の評価が高 く生徒の評価が低 い項 目

④ 教員の評価が低 く生徒の評価 が高 い項 目
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(イ)評 価結果 に対す る学校の対応 を具体 的に記述珍 る。

(3)ア ンケー ト結果 の分析 と考察

平成11年 度か らの学校運営連絡協議会試行校27校 中21校 、12年 度試行校23

校 中20校 、合計41校 か ら回答 を得た。

次の表は、前述2-(2)一(ア)の 質問① ～④ に当てはまる項 目を選 んだ学校の数

を全回答校 数を100と した百分率で表 した ものである。さ らに、設問 に対す る教員 と

生徒の回答 率か ら特色化へ の傾向を顕著な例を中心 として分析 した。 また、次頁以降の

① ～④ のグ ラフは前述2-(2)一(ア)に ついて項 目別の回答率を グラフ化 した もの

である。

パ タ ー ン(1) パ ター ン(2) パ ター ン(3) パ タ ー ン(4)

教員の回答 ○ 肯定的回答 ● 否定的回答 ○ 肯定的回答 ● 否定的回答

生徒の回答 ○ 肯定的回答 ● 否定的回答 ● 否定的回答 ○ 肯定的回答

学 校 運 営 19.4% 2.9 5.9% 6.3

教 科 指 導 11.1% 8.8 41.2% 3.1

生 活 指 導 2.8% 8.8% 1?.6% 3.1

進 路 指 導 13.9% 0% 5.9% 3.1

健康安全施設設備 5.6% 23.5% 11.8% 12.5%

特 別 活 動 25.0% 2.9% 2.9% 3.1

部 活 動 13.9% 8.8% 5.9% 3.1

そ の 他 19.4% 32.4% 2.9% 6.3%

合 計 94.4% 85.3% 85.3% 40.6%

な し 5.6% 14.?% 14.7% 59.4%

は じめ に、全体 の傾向 を見 る。約95%の 学校では、教員 と生徒 ともに評価す る学校

の特 色が ある ことがわかる(パ ター ン(1))。 一方約85%の 学校 に教員 と生徒 とも

に否定 的な学校評価 の項 目があ るこ とがわ かる(パ ター ン(2))。 また 、教 員は評価

して いるが、生徒 は評価 していな い項 目のある学校が約85%あ り(パ ター ン(3))、

生徒が評価 しているが、教員が評価 していない項 目がある学校は半分に満たな い(パ タ

ー ン(4)) 。 さらに、パター ン(1)は 項 目が比較的数値が分散 して いるが 、パター

ン(2)、(3)は 一つの項 目が高 い数値 を示 して いる。 また 、健康 安全施設 設備 の項

目については、評価が分かれる傾向 にあ る。次 に、パター ン別 に結果 を分析 し考察す る。

① 教員 と生徒の両者が学校 に対 して肯定的な回答 を した項 目(パ ターン(1))

両者 が肯定的 に捉 えているとい うことは、学校全体 にその項 目を自校の 「特 色である」、

あるいは 「特色 としてい こう」 とい う認識が流れ、今 まで以上 に引き伸 ばしてい くこと

によ り特色化 を推 し進め る姿勢があ るということが いえる。具体 的 には、 「特 別活動」

が高い回答率 を得てお り、学校行事 に代表 される全校的な取 り組みが功 を奏 している学

校 の多 さを表 している。学校行事 を通 じて、教員 は生徒の主体性 を育 もうと考 え、生徒
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は 自己 の存在意義や 連帯感 を見い出 している。学校行事 に力を注いでいくとい うことはそ の学

校の特色 にはな りうる。 しか し、東京都全体の中の一校 となると、内容の充実 による特色化が

図 られな いな らば、果た して他校 とは違 う特色を明確 に打ち出す ことがで きるか どうかは疑 問

ではある。 また、学校週5日 制の完全実施が 目前の現在、 これ までの学校行事 を精選 ・重点化

して、その学校な らではの行事 を確立 してい くことによ る特色化が一層重要 にな って いる。

その他

①教員 ・生徒の評価が高い項目

特別活動 健康安全(含 施設 ・設備)

②教員 ・生徒の評価が低い項目

癒校盤

なし30教 科指導

そ の 他 ・・.

部活勤

特別活勤 健康安全(含 施設 ・設備)

② 教員 と生徒の両者が学校 に対 して否定的な回答 を した項 目(パ ターン(2))

両者が否定的に捉えて いる ということは、その学校 が抱 える重大 な改善が必 要 となる項 目と

いえる。特色 とは、肯定的に捉 え られている項 目のみに限 らない。現在 は否定的な回答が多 い

項 目も、今後、力点 をお き改善の方向へ努 力 して いくことで、その学校の代名詞的な特色 にな

る可能性 を秘めている場合 もある。

まず 、 「健康安 全 ・施設設備 」に関 しては、 「冷房 を設置 して欲 しい」な ど健康安全 の指 導

に関す る不満 よ り、施設設備 に関する不満の方が多 い。施設に関 しては多額 の費用が必要であ

り、学校が独 自で改善する ことは容易でない。 しか し、設備に関 しては、学校 として改善を総

合的 に検 討 して いく必要があるのではな いか。例 えば、進路指導室の充実 、相談室 の設置等 、

校長の経営方針の基 に予算 を重点的に配分する ことによ り、施設 の工夫改善をす る ことは十分

可能であろう。 また、現有 の施設設備 の活用度 について も各学校は検 討す る必要が ある。

健康安全 の指導 について も、各高校 は避難訓練 ・防災講話 ・交通安全指導な どを実施 してい

るが、今後は 、「保健」や 「家庭科」な どの教科指導 と連携 しなが ら、薬物乱用防止指導 ・ネ

ッ ト犯罪 ・迷惑 メール対策 ・悪徳キ ャッチセールス等、時代に対応 し生徒の要求 に応 えた健康

安全指導の充実が必要で ある。なお、 「そ の他」 の内容 としては、教育相談の充実 を希望す る

意見が3件 あった。

③ 教員が肯定的であ り、生徒が否定的な回答を した項 目(パ ターン(3))

③教員の評価が高く、生徒の評価が低い項目 教員が肯定的に捉 えて いるのに対 し生徒が否定的

に捉えている とい うことは、両者 の認 識がずれて い

る といえ る。具体 的 には、 「教科 指導」 に顕著 に表

れて いる。教員は 自己の指導 を肯定的 に捉 えている

が 、生徒は そのあ り方 に不平や不満 を抱 いている。

生徒 の回答 に注 目す ると、「教 科指導 」で は、肯

定 的 回答 のパ ター ン(1)と パ ター ン(4)を 加 え る
特別活動 健康安全(含施設・設備) と

、i4.2%に なる。それ に対 して、否定的回答
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のパ ター ン(2)と パター ン(3)を 加える と50.0%『 三なる。つ まり 「教科指導」に関 しては、

満足 して いる生徒 は十数パーセ ン トであるのに対 して、半分の生徒が現状の教科指導 に満足 し

ていな い ことが読み取れ る。一方、 「教科指導」の教員の回答で は、半分以上 の教 員は 自分 の

学校 は教科指導を熱心 に行 って いると考えてお り、 自校 の教科指導 に不満足な教員は、10パ

ーセ ン ト強 にすぎない
。学校 の教育活動の根幹である教科指導に関 して教員 と生徒の満足度 が

大き く離 れている ことは、重大な問題である。 しか も、教員の多 くは、生徒が不満足であるこ

とに自覚 がない。 この ことは、 このまま放置できな い状態である。 全教員が生徒理解 に努 め、

生徒 の実態 を分析 し、r分 かった ・で きた ・もっ と知 りた い」 とい う生徒の強 い学習意欲 に対

して、 これ までの経験的 ・感覚的 な指導 を改め、生徒の要望 に応え られ るような きめ細かい指

導 を徹底 して いくことが大切である。 生徒の学習意欲 に合わせた教科指導 が、やがて学校の個

性化や特色化 につながっていく。生徒の否定的回答は教科指導 に対す る生徒の要求 の裏返 しの

表現 と捉 え られ る。 「しっか りした授業 を して欲 しい、学力 をつ けて欲 しい」 と熱望す る生徒

は教員の予想以上 に多 い と考えなければな らな いし、 この要望 は活か されなけれ ばな らない。

現時点で の学校 としての努 力の結果が、す ぐに望 ましい形 として明確 に表れていな くて も、継

続的かつ着実な対応が特色化の契機 とな りうる。例えば、教科指導 に対す る生徒の意見や要望

を定期考査 ごとに募 った り、実力テス トの結果 をクラス間や前年度 の学年 と比較 して推移 を確

認す る ことな どによ り、定期的 に生徒の状況 を把握 し、教科会や学年会で適切な指導内容 ・方

法を検討 し、教務部が中心 になって学校 の重点 目標化 してい くというよ うな方策が考 え られ る。

「教科指導 」の充実は、 これか らの都立高校 の生き残 りをか けた重点 な項 目である。

第2位 は 「生活指導」で ある。「生活指導」 に関 して生徒の約25パ ーセ ン ト以上が不満に

思っているの に対 して、満足 して いる生徒は6パ ーセ ン ト弱である。逆 に教員の20パ ーセ ン

トが満足 し12パ ーセ ン トが課題で あると考えている。生徒 の不満が、指導が厳 しす ぎること

に対する ものか、緩やかすぎる ことに対する ものか、 このアンケー トか らは明確 にはでて こな

い。一方 、教員の課題意識は、基本的な生活習慣 の確立を図るための生活指導の充実の必要性

を認めている。教員が一丸 となった 「生活指導」の充実 ・特色化は、高校 生、保護者 ・地域、

広 い意味で都民か らの都立高校 への信頼 を回復する大 きな手立てであ り、教科指導 に比べて も

地域 に認知 され る可能性が高い項 目である。

④ 教員が否定的であ り、生徒が肯定 的な回答を した項 目(パ ターン(4))

この項 目も、③ と同様 に生徒 と教員 の認識 がずれ

④教員の評価が低く、生徒の評価が高い項目 て いる と考 え られ る
。 ここで は、約60パ ー セ ン ト

の学校が該当す る項 目がな し、 と して いる。つ まり、

教 員 の予想 を超えて 生徒が よ いと評価 して い る項 目

は、残念 なが ら特 にない とい うこ とにな る。 第2位

は 「健康 安全 ・施設 設備」 の項 目で12パ ー セ ン ト

強 で あるが、 ここで も、健康安 全 に比べ て施 設設備

に関す る評価が多い。最近改築 された都立 高校 には、
特別活動 健康安全(含施設・設備) 施 設や 設備

の点 で他校 に誇れ る もの もあ り、 この点

が教員 の予想 を超 えて 生徒 の評価 を得た もの と思わ
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れ る 。

3各 学校 の特色の維持 ・発展の方法や今後の特色化の推進を図る方策の具体例

試行校が もつ特色や特色化 を推進す るための現在 の取組みの具体例を、アンケー ト(評 価結

果 に対する学校 の対応)の 回答 をもとに一部の学校 には聞き取 り調査を行 い、項 目別 にまとめ

て以下 に示す 。

*教 科指導

【校 内における授業公開】

教員が互 いに授業 を見せ合 うことで、生徒 は授業への緊張感が高 ま り、教 員にも改めて指導

内容 ・方法な ど検討す る契機 となった。定期的な教科会 の実施は、授業 に関 して生徒 の要望に

応え、不満 を解 消す るための有効な研修 となって いる。

【共通 の進度 ・テス ト ・評価】

教員 による指導 内容の違 いをな くす 目的で、数学科 と英語科が、定期的 に教科会 をもち検 討

を重ねなが ら、共通の進度 ・テス ト ・評価 を実施 している。

【小テス ト】

基礎学力の定着 を 目指 し、朝 のホームルーム で英単語 ・漢字 ・計算テス トを学年の協 力を得

て教科が 中心 になって実施 している。 また、毎 回の授業の始め に実施す ることで、生徒 の授業

への集 中度 を高めている。

*生 活指導

【遅刻のな い学校】

毎学期 に遅刻が10回 以上の生徒が20%を 越 えて いた ことへの対策 として、学年が中心 と

な って、遅刻が3回 にな った生徒 に、始業10分 前登校するよう指導 した り、なぜ遅刻す るか

を考えさせ る指導 を行 った。その結果、遅刻者 は3%ま で に激減 し、遅刻 のな い学校が維 持さ

れ ようにな った。

*進 路指導

【進路遠足】

進路の情報提供の一環 と して、3年 生が5月 の遠足 に大学 ・短大 ・専門学校 ・公官庁 ・民間

企業へ、1班3人 以上で3箇 所を見学 に行 く 「進路遠足」 を、3学 年 と進路 部が中心 にな って

実施 した。実施前は遠足 の内容 に不満 を もって いた生徒 も、実施後はその内容 に満足 した。 こ

れ を機会 に、夏休みな どに生徒が 自分か ら学校説明会 などに積極的 に参加するよ うにな り、生

徒の進路希望実現のための意欲が大 いに高 まった。

【オー プ ンキ ャンパス】

進路指導 に対す る教員 と生徒 との認識 の違 いが明確 にな った。そ こで、進路部 と3学 年が中

心 に、卒業生が多数進学 して いる近隣 の大学 ・短大 に、本校生徒 のためだけの学校説明会の開

催 を依頼 し、2・3年 生の希望者 が夏休み 中に参加 した。実際に見学に行 った生徒 は、学校の

施設 ・設備や授業内容 、普段の学生の姿 を目にして、好印象 を受けたな どの感 想をもって帰 っ

て きた。進路意識の高揚 に大 きな効果 があった。
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*健 康 ・安全(含 施設 ・設備)

【美化活動】

1・2学 期 に各1回 、 ロングホームルームの時間 に保健部が 「美化 の日」を企画 し、全校一

斉清掃 を実施 している。始業式 ・終業式 ・高校入試前を合わせて、一斉清掃 の回数 は年間10

回にな る。 日常 の清掃活動にも全教員が立 ち会 い、 さらに美化委 員が清掃状況 を点検するな ど

の活動 を通 して、きれいな学校 として定評 がある。

【フィール ドワー ク】

近隣の畑 を借 りて、1年 生がサツマイモを育て る勤労体験学習 を、開校以来継続 している。

畝づ く り ・苗植 え ・除草 ・収穫 ・会食 という一連の共 同作業を通 して、生徒 間の交流 を深める

機会 ともなっている。

*特 別活動

【縦割 り】

クラス単位 の対抗形式 で実施 して いる合唱祭 の活性化 とレベルア ップを図るために、合唱祭

前の ロングホームルームの時間 を生徒部提案 で 「縦割 り練習」の時間に指定 して実施 して いる。

3年 生が1・2年 生 を指導 し、互 いに批評 しあうことで、 「縦割 り練習」時 間前後 に、各 クラ

スの練習 に一層熱が入 り、合唱祭の盛 り上が りに大 きな効果があ った。体 育祭で も、「縦割 り

クラス」 による応援合戦が、大 きな特 色の一つになっている。

【優先時間帯】

合唱祭や文化祭の練習 ・準備時間を確保す るために、放課後に30分 間の練 習のための時間

帯 を部 活動等 に優先 して設 け、内容の充実 を図っている。

4ま とめ

今回のアンケー ト回答校41校 の全体的傾 向として 、各試行校 の特色が比較 的多様化 してい

ること、多 くの教員 ・生徒は 自分の学校 に肯定的 に評価す る項 目があるとしている ことが分か

った。 また、項 目別 では特別 活動に対す る評価が高い一方で、教科指導 に対す る評価が際だっ

て低 い ことも浮き彫 りになった。教員 の自覚 と改善に向けた取組 みが必要である ことも分かっ

た。以 上のように、学校運営連絡協議会 による学校評価 は、学校 の現状を把握 し学校が もつ特

色を維持 ・発展 させるともに、改善点 を見極め特色化 を図る上で 、極めて有効 な手段のひ とつ

である。

学校 の特色や特色化の過程 がさ らに明確 になるような学校評価 の内容 ・方法 の検討 と、他校

で実施 していない、で きていない内容 を充実 ・発展 させて行 くことを含 めて 、学校評価 の結果

を踏 まえた具体 的な特色化 の方策 にっ いてのなお一層の研究が今後の課題で ある。その意味で、

項 目別の特色 ・特色化の具体例 は参考 になる と思われ る。

全ての学校 が、生徒か らは 「この学校 に入 って よか った」 と言われ、地域か らは 「あの学校

はこの町の誇 りだ」 と言われ るような、信頼 され期待 に応 える、特色をもった都立高校 にな ら

なけれ ばな らない。各学校が学校評価 の結果 を、教育 目標 に照 らし合わせて 日常の教育活動 を

振 り返 り、教員全体の共通理解 をもって、生徒や保護者 ・地域が共感で きる内容のある特色づ

くりに最大 限有効 に活用す ることを期待す る。
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III特 色ある教育課程の工夫

1は じめに

情報化 ・少子 高齢化な どの社会情勢の変化、生徒 ・保護者 ・地域社会 のニーズの多様化 を受

けて、都立高校 も大 きく変化する ことを求め られて いる。平成15年 度 よ り実施 され る新 学習

指導要領や東京都 の都立高校改革推進計画第二次実施計画な どでは、学校 に求め られ る教育課

題 と して、 「地域 に開かれ た学校運営 の推進」や 「特色 ある教育活動の展開」 が挙 げ られて い

る。 また、入学者選抜 における学区域 の撤廃 は、 これ らの変化を大 きく加速 させ ると予想 され

る。明確な個性や特色 を打 ち出しにくい普通科 高校 にお いては、 自らの存在意義 を明 らか にし

ていくことが急務 の課題 となる。そ こで本分科会 では、主 として全 日制普通科高校 を念頭 にお

き、「学校独 自の取 り組 み によ る特色化」、 「地域 を取 り込む ことによる特色化 」の二点 にわた

って都立高校の個性化 ・特色化の推進状況 を点検す るためのチ ェックシー トを作成 し、さらに、

地域等の連携 を図った学校 設定教科科 目の実践 事例 を作成 した。

2学 校独自の取 り組みによる特色化

学校独 自の取 り組み による特色化 ・チェックシー ト

項 目 到 達 度

(視点)教青目標 ・指導方針の具体化に積極的か

0 教育目標に基づいて教育課程を編成しているか 54 3 2 1

0 各教科毎に目標が設定され公開されているか 54 3 2 1

0 各教科の目標と成果が評価される仕組みがあるか 54 3 2 1

④ シラバスの作成 ・公開が行われているか 54 3 2 1

0 評価結果を反映させる仕組みがあるか 54 3 2 1

⑥ 教育目標を実現する視点から学校行事は検討されているか 54 3 2 1

⑦ 自校に適 した学期制を検討 したか。 54 3 2 1

(視点)入学者選抜方法の改着に積極的か

0 学校の特色を踏まえた推薦基準を設けているか 54 3 2 1

0 推薦基準の理解度を中学校等に点検しているか 54 3 2 1

0 面接を始めとする選抜方法に学校独自の工夫があるか 54 3 2 1

④ 男女枠 ・傾斜配点等の選抜基準に工夫があるか 54 3 2 1

(視点》生彼の多様な学力に応じた教青活動を行っているか

0 少人数制、習熟度別の講座展開な どを活用 しているか 54 3 2 1

0 TT,テ ィーチング ・アシスタント(TA)な ど を 活 用 し て い る か 54 3 2 1

0 PC室 ・視聴覚室な どの学校施設設備が有効に活用されているか 54 3 2 1

④ モジュール授業等の1単 位時間の工夫を行っているか 54 3 2 1

0 授業改善を積極的 に行っているか 54 3 2 1

⑥ 補習授業などが適宜行われているか 54 3 2 1

0 進路別の選択教科が十分に用意されているか 54 3 2 1

⑧ 進路 ・学習計画のためのガイダンス機能の充実 を図っているか 54 3 2 1

0 卒業生の進路体験談等を活用しているか 54 3 2 1

(視点)特 色ある教科 ・科 目を設定 しているか

0 各教科間の連携による学際的な講座があるか 54 3 2 1

0 学校の教育 目標を実現す るための学校設定教科 ・科 目があるか 54 3 2 1

0 新 しい教科 ・科 目の設定に対 して柔軟に対応できるか 54 3 2 1

(視点)生彼の視点に立った特色化を行っているか

0 選択教科等の設定に対して生徒の要望が反映されるか 54 3 2 1

0 個々の授業に対 して生徒による評価の要望が反映されるか 54 3 2 1

0 学校行事の運営に生徒が主体的に関わっているか 54 3 2 1

④ 生徒会は活発に活動 しているか 54 3 2 1

(凡 例)5一 実 施 中、4-一 部 実 施 中 、3一 検 討 中 、2一 話 題 に な っ た こ とが あ る 、1一 全 く 話 題 に上 っ て い な い
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ここに述べたのは、各校が単独で実施 しうる方策 をチェックシー トの形でま とめた ものであ

る。個 々の方策 は格別特色のあるものではな いが、 これ らの積み重ねが各校 の特 色 として認知

され ることとなる。 したがって、長期的な視野 に立って どの項 目をどの程度実 施 していくか を

検討 して いくことが、各学校 が特色化を進 める上で大切である。

3地 域を取 り込む事 による特色化

学校独 自の取組 みには自ず と制限がある。地域 を取 り込 む、よ り広 い連携が必要 となる局面

も出て くる。 ここで、 「地域」 とは 、最 も広 い意味で と らえた ものであ り、その学校 の属する

地域(場 合によっては都内全域)の 人材 ・施設のすべて を含んで考 えた。

塘域を取 り込むことによる特色化 ・チェックシー ト

項 目 到 達 度

(視点) 地域と人材の交流を推進しているか

0 公開講座などの生涯学習機能を積極的に行っているか 54 3 2 1

0 一般市民と生徒とが共に学ぶ機会があるか 54 3 2 1

0 中学校への出前授業を行っているか 54 3 2 1

④ 大学 ・専門学校か らの出前授業を受け入れているか 54 3 2 1

0 市民講師の制度を活用しているか 54 3 2 1

⑥ 地域調査など地域 と連携、共働する活動を行 っているか 54 3 2 1

0 地域の行事に参加しているか 54 3 2 1

⑧ 学校行事に地域の住民を招待しているか 54 3 2 1

(視点) 地域と施設の遮携を推進しているか

0 施設開放に積極的か 54 3 2 1

O 役所 ・郷土資料館など地域の施設を活用 しているか 54 3 2 1

0 学校施設(体 育 ・文化)の 有効活用を図っているか 54 3 2 1

④ 学校間の連携を図っているか 54 3 2 1

0 社会福祉体験等で病院との連携を検討しているか 54 3 2 1

(視点) 生後の地域における活動を騨価しているか

0 学校外の学修に対する単位認定制度の活用に対して積極的か 54 3 2 i

0 部活動以外の実績に対しても評価する仕組みがあるか 54 3 2 1

0 ボランティアなどで地域の活性化に社会貢献 して いるか 54 3 2 1

④ イ ン タ ー ン シ ッ プ を 行 って い る か 。 54 3 2 1

(視点) 地域の学校解価を迅遠に取り入れる童欲があるか

0 学校評価を検討し、改善 を提言する意欲があるか 54 3 2 1

0 改善項 目を周知する努力を行っているか 54 3 2 1

0 改善後の成果について再評価する仕組みを整えているか 54 3 2 1

(視点) 地域に学校を正しく伝えているか
0 広報に関する委員会が明確か 54 3 2 1

0 学校案内の作成、配布に多 くの教員が関わっているか 54 3 2 1

0 ホームページを学校の責任において作成しているか 54 3 2 1

④ 学校説明会 ・体験入学等の内容や広報に独自の工夫をしているか 54 3 2 1

(凡例)5一 実施 中、4-一 部実施 中、3一 検討 中 、2一 話題 にな った こ とが ある、1一 全 く話題 に上って いない

(1)連 携 の意義

地域 との連携は、都立高校 の個性化 ・特 色化 にむ けて、以下 の意義をもつ と考え られる。

① 都立高校のネ ッ トワー クを生かす ことができる。

② よ り広 く人材 や施設の利用が可能であ り、学習の幅が広 がる。

③ 学校 と生徒が地域 にお いて、一定の理解 と評価 を得る ことによ り、生徒 の成長 が望 め、
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結果 として学校 の評価の確立 に結びつ くこととなる。

④ 公 開講座、地域調査な どを通 して、学校 が地域の情報発 信基地 として の役割 を担 うこと

が可能 となる。そ のことで、地域 とのよ り深 い結びっきが実現す る。

(2)連 携によ り可能 となる こと

① 学校 間連携 の枠 を拡大 し、教員同士 の交 流を図 る。他校 に出向き、普通科 高校 で商業 ・

工業 の講義を行 えるようにす る。現状で はいくっかの問題があるようであ るが、検 討の必

要はあろう。

② 地域理解 を通 して 、地域 の伝統や産業 を学 び、地域の人材を活用で きる。また、埋 もれ

ていた伝統芸能を発掘 ・復元 して、地域 に還元す るな どの視点 も重要で ある。

これ らの具体 的な取 り組みをまとめた ものが、 このチェ ックシー トで ある。

4特 色ある教 育課程実践校 の調査 ・分析

平成13年 度 「学校経営 に関す る資料」 に基づ き、今年度、学校間連携、学校外の学修 の単

位認定などを行 っている全 日制普通科高校 の19校 にアンケー トを実施 し、12校 か ら回答 を

いただいた。以下はそのまとめである。

(1)現 在導入 して いる教育課程(複 数回答)

学校間連携による単位認定

5校

ボランティア

3校

インターンシッフ9

2校

検定による単位認定

6校

(2)導 入の動機

① 生徒の実情か ら

② 進路指導 の観点か ら

(3)導 入 に際 しての校 内の意見

① 特 に異論 な く決定 した。

② いくつかの異論が あったが話 し合い等 で解決 した。

成果

生徒の学習意欲が高 まった。

校

校

ρ
O

r
ひ

(4)

0

② 学校全体 によい刺激 とな り、教育活 動が活性化 した。

③ 教員の意識改革がみ られた。

(5)課 題

① 関連機関等 との連絡調整の時間が長 時間必要で ある。

② 実施時期の設定を どうするかが

(6)ま とめ

連携な どの試み は実数 として はまだ多 くはな いが、生徒 の意欲 を高め るな どの必要がある

場合、よ り積極 的に試み られるべ きものと考 える。実施校 のアンケー トか らも、実施 に向け

た障壁は低 く、特 に異論な く決定 され る方向 にあることがわか る。

5連 携の具体化 ・モデルブラン

積極的 に連携 な どを考える場合、 どのような ことが可能かを考察 したのが以下のモデルプラ
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ンである。 ここで想定 して いる学校 は、多様な進路 を抱 えている全 日制普通科校 とす る。以下

に示す モデルは、1単 位35時 間 を基本 に構成 し、1年 間型 ・2年 間型 ・短期集 中型等、 いず

れのケースにも適 用できる学校設定科 目とし、生徒 の実態 に応 じて1学 年か ら3学 年の いずれ

にお いて も実施可能な ように配慮 した。 ここでは 「国際理解 」 「地域研究」等 の観点か ら5つ

の具体 的なモデルプ ランを示 した。

[A]・ テ ー マ

・モ デ ル 地 域

・目 的

「地域連携による課題学習(国 際理解)」

都心の各国大使館や国際機関等の施設を有している地域。

地域の特性を生かし、国際的な視野を育成する教育活動を行う。

時間 内 容 連 携(教 科 ・地域) 留 意 点 及 び 評 価

2 ガイダンス 国際理解の必要性

4 学習内容の選択 政治経済 ・地理 ・世界史 自らの学習の課題 と目的 を明確化さ

(例)① 国 ・地域 ・外国語 ・家庭科など せる。将来 の自己実現への展望にっ

②文化 ・宗教 いて理解させる。

③国際ボランティア

5 ワークショツプ① 各国大使館 ・図書館など 習慣等の違いによる失礼が無いよう

各国 ・地域の特色の研究1 (各教科との連携) 十分 に注意 させ る。特 に、人種等 に

(風 土 ・気 候 ・文 化 ・習 慣) よる差別などの問題 には留意させる。

5 ワークショツプ② 各国大使館 ・外務省 学習内容 ・方向性を確認する。

各国 ・地域の特色の研究n 図書館など

(政 治 ・経 済 ・宗 教) (各教科との連携)

5 ワー ク シ ョ ツ プ③ 各国大使館 ・外務省 実際に行われている援助内容の考察

我が国との交流と国際援助の必 NGO や、今後可能な援助の内容等を考察

要性 (各教科との連携) さ せ る。

5 ワークショツプ④ 国連大学 ・各国大使館 ・ 人間 としての真の平和 と国際協力に

平和学習 外務省など っいて学習させる。

3 発表準備 プレゼンテーションの準備

(文化祭及び研究発表会)

3 研究発表 各協力団体の招待 学習 した内容 ・感想が的確に発表で

きたかを評価する。

3 事後指導及びまとめ 学習した内容が自己の可能性や 進

路計画 に役立てる ことができたか を

評価する。

[BJ ・アー マ

・モ デル 地 域

・目 的

「地域連携 による課題学習(地 域研究)」

河川の多い下町や里山の自然が残る郊外 の地域

地域 の歴史を知 り、環境 を主体 とした現状につ いて理解 を深める。

時間 内 容 連 携(地 域) 留 意 点 及 び 評 価

1 授業ガイダンス 授業の内容を説明するとともに、SGE

を用 いて自己紹介を行い、他者理解を

図る。

2 地域の歴史 保 護者 や郷土 史研 究家

等。地理歴史科 ・公民科

郷土の歴史について知 る。

2 地域の産業 郷土の産業に付いての理解を深める。
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2. フ ィー ル ドワ ー ク の テ ー マ 決 定 いままでの講義か らテーマを考え決定

する。

4 フ ィ ー ル ドワー ク 地域住民、郷土博物館な

ど

実 際 に フ ィー ル ドワ ー ク を 行 う 。

4 フ ィー ル ドワー クの 発 表 フィール ドワークの発表を行 う。他の

生徒と情報を分かち合 う。

2 地域の環境にっいて 理科(生 物) 地域の環境について理解できたか。

2 地域の自然にっいて 地域住民など 地域で自然保護な どの活動をして いる

方から実際 に話 を伺 い、地域の自然に

ついて理解する。

2 フ ィ ー ル ドワ ー ク の テ ー マ 決 め いままでの講義からテーマを考え、決

定する。

4 フ ィ ー ル ドワ ー ク 地域住民、郷土博物館な

ど

実 際 に フ ィ ー ル ドワー ク を行 う。

4 フ ィー ル ドワ ー ク の発 表 フィール ドワークの発表を行 う。他の

生徒と情報を分かち合う。

3 地域への提言のまとめ いままでの授業を通 じて、地域の問題

点を出し、改善策を話し合 う。

2 提言の発表 地域住民、行政 改善策を発表 し、地域住民や行政の方

から講評をいただ く。

1 まとめ

[c] ・テ ー マ

・モ デ ル 地域

・目 的

「地域理解(文 化と商業)」

都内全域

地域の伝統芸能や産業について理解を深め、地域に貢献する姿勢

を育てる。

時間 内 容 連 携(地 域) 評 価 及 び 留 意 点

2 ガイダンス 地域の文化や地場産業を理解する。

2 地域の歴史と名物を知る 地域史に詳しい住民

5 ワ ー ク シ ョ ツ プ① 地域の商店街など 地域独特の商品の歴史や製造過程

「私 の お勧 め 品!、 などについて理解する。

○○で しか売 られていない商品」 ・ 商 品 名

・導 入 ・好きな理由

・フ ィ ー ル ド ワ ー ク ・調 査 ・店 名

・資料整理 とまとめ

5 ワ ー ク シ ョ ッ プ② 地域の商店街など ○○で評判のよ く行 く店(レ ス トラ

「教えたい!○ ○の名店」 ン、理髪店、民芸店など)の発見

・導 入 ・店 名

・フ ィ ー ル ドワ ー ク ・調 査 ・好きな理由

・資料整理 とまとめ ・住 所 ・場 所

5 ワー ク シ ョツ プ③ 地域の商店街 ・役所な 私たちの好きな○○の風景の発見

「残 していきたい!○ ○の風景」 ど ・どこか ら見たどこの風景

・導 入 ・好 き な 理 由

・フ ィ ー ル ド ワ ー ク ・調 査 ・ 時 期 ・季 節

・資料整理 とまとめ
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「 ㌧

5 ワ ー ク シ ョ ッ プ④ 地域の商店街 ・役所な ど 私たちの好きな○○の祭 り・イベ ン

「この街が好き!○ ○の芸能・イ ト(市 民 オー ケ ス トラ 、 劇 団 な ど)

ベ ン ト ・祭 」 ・活 動 団 体 ・イ ベ ン ト名 称

・導 入 ・好きな理由

・フ ィ ー ル ドワー ク ・調 査 ・時 期 ・季 節

・資料整理とまとめ

5 発表準備 プレゼンテーションの準備 をする。

4 体験 ・研究発表 、または文化祭 保護者 ・役所 ・地域住民 学 んだ ことや体験談、感想な どが

への参加 ・発表 など 的確 に発表することがで きたか、体

験や学びが自己可能性や進路計画に

役立 ることができたか、 また地域へ

の社会貢献ができか。

2 事後指導とまとめ

[D] ・テ ー マ

・モ デ ル 地 域

・目 的

「生き方ガイダンス」

都内全域

自分の将来 、進路 について確 固た る目的意識 をもつよ うにす る。

時間 内 容 連 携(地 域) 留 意 点 及 び 評 価
1 自己理解に関する授業ガイダン

ス

授業の内容を説明す るとともに、SGE

を用いて自己紹介を行 い、他者理解 を

図る。

6 仕事調べ 保護者など どのような職 業が あるのかを調べ発

表する。

2 自分の長所探し 自分 の長所 を自ら確認 し自己肯定感

を高める。

a エゴグラムによる自己理解 エゴグラムを作成す る ことによ り自

己理解を深める。

2 分析法による進路探索 自分の進路について調べる。

1 就業体験ガイダンス 進路探索 によ り、 自分 の興 味 ・関心

と合致 した職業を体験する。

16 就業体験 近隣の企業 自ら進んで体験できたか どうか。

2 就業体験発表会 他の生徒の体験 を、静か に聴 く こと

ができたか。 自分の体験 をしっか り発

表す ることができたか。

4 先輩を囲む会 OBな ど卒業生 卒業生の進路 を参 考 に自らの進路 を

考える。

4 学科、学部、専門学校調べ 自分の進路 にあった学部、学科 、専

門学校にっいて調べ る。

4 人の一生について 保健、家庭科 人 の 一 生 に つ い て 考 え る 。

1 保育園ガイダンス

8 保育園実習 保育園など 自分 たちの子 どもの時や 今後 の姿 に

ついて考える。

1 老人ホームガイダ ンス

8 老人ホーム実習 老人ホームな ど

2 実習の発表
4 ライフライン 自分の人生設計にっいて考える。他

の生徒の人生観につ いて考える。

2 まとめ 今後の自分の生き方について考える。
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[E] ・テ ー マ

・モ デル 地 域

・目 的

「マー ケテ ィ ング ・デザ イ ン」

都内全域

マー ケティングやデザイ ンといった学際的な授 業 を各教科 の連携

で行 う。

時間 内 容 教科間等の連携 留 意 点 及 び 評 価

5 デザインの基礎 商 業 、 美 術 、 書 道 マーケティング 活 動 とデ サ'⇔ の 機 能 が 身

近 な 生 活 の 中 で ど の よ う に 生 か さ れ

て い る か を 理 解 さ せ る

・色 彩 と構 成 、 レタi)ング 、POP広 告

5 マルチメディアの活用 商 業 、 情 報 、 美 術 、 音 楽 ・動画 の利用、音 声の利 用、情 報の

統合

静止画像,動 画像 及び音声に関す

る情報 の特徴について理解 させ ると

ともに,各 種 メディアの情報を統合

し活用する方法を学ぶ。

5 情報通信ネットワークの活用 商業、情報 企業広告や商品広 告な ど広報 の作

品制作方法 について実習 させるとも

に,情 報通信ネ ッ トワークを利用 し

た情報の活用方法を学ぶ。

7 グラフィックデザイン実習 商業、美術 ・グ ラ フ ィ ッ ク デ ザ イ ン の機 能

・ボ スタ㌦ パ ンフレット、 リーフレッF

・パ ッ ケ ー ジデ ザ イ ンへ の 応 用

7 シ ミ ュ レー シ ョ ン実 習 商業、家庭 ・ディスプ レーの機能

・店内ディスプレー と商品陳列

・店舗 レイ アウ トとオ フィス レイア

ウト

6 プレゼンテーション実習 商業、情報 ・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンの 技 法

・口頭
,文 書 に よ る表 現

・プ レ ゼ ンテ ー シ ョ ン資 料 の 作 成

・ソ フ トウ ェ ア の 利 用

・プ レゼ ンテ ー シ ョ ン

ロ頭 や 文 書 に よ る プ レセ'ンテーションの 方

法 及 び コンピ ュータを 利 用 し た フ.レゼ ンテーショ

ンの 方 法 に つ い て 理 解 させ る。

6ま とめ

学校社会 を取 り巻 く状況が大き く変化す る中、都立高校の果たすべ き役割 はます ます重要 と

なっている。そ こで本分科会では、幅広 い連携 をもとに、特色ある都立高校 として生まれ変わ

るための教育課程の工夫 について考察 した。その中には、都立高校の あるべき姿 を地域 の中で

確立 し、開かれた学校 づ くりのために何 をすべ きか、 という問題 も含 まれる。

入学者選抜 における学 区域が撤廃 され るなか、都 民の学校選択 を行 う場合の判 断基準 を提供

する ことが重要である。 また、都民の理解 ・協力があ り、学校 と都民 とが一体 となった特色の

ある都立高校 の創造が今後 とも必要で ある。
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lV学 校の特色を効果的に伝える広報活動の工夫

1は じめ に

開かれた学校づ くりを進めるなかで、各学校 が家庭 ・地域 ・社会 に向けて、学校の特色を

効果 的に伝 えるために・広報活動 のよ り一層の充実 ・改善が求め られている。東京都立高等

学 校 学 区制度 検 討委 員会 の答 申(『 これか らの 都立 高等 学校 にふ さわ しい学 区制度 の 改

善 』)に も・ 「通年の授 業公 開の実 施、学校案 内のパ ンフ レッ ト等 の工夫、都立高校合 同説

明会やイ ンターネ ッ ト等 による情報提供 を一層充実 させる ことが重要」 とある。

これか らの広報活動は、家庭 ・地域 ・社会 に向けて、積極 的に学校の情 報を発信するだけ

でな く、そ こか らの情報 を鋭敏 に受信 しなければな らない。また、受信 した情報 を、学校 の

運営 に役立てる ことによ り、家庭 ・地域 ・社会の要求 に応えなけれ ばな らない。

近年、開かれた学校づ くりが進み、各学校では多様な広報活 動が行われるよ うになった。

しか し学校の特色 をよ り効果的 に伝えるためには、よ り一層の改善が必要である。

そ こで本分科会では、広報活動が どのよ うに効果 を発揮 したか、在校生や広報担 当者に対

す るアンケー ト調査か ら分析 した。そ して効果的な広報活動を行 うための組織づ く りの工夫

を示す とともに、 また、視覚的な手法を取 り入れたよ り効果 的な広報活動について検 討 した。

2中 学生 に対する広報活動

(1)ア ンケー ト調査の実施

中学生は高校の特色 を正 しく捉 えて いるか、高校の情報 をどのよ うな情報媒体 か ら収集

して いるかについて、 アンケー ト調査 を実施 した。 また、高校の広報担 当者(以 下 、広報

担当者 という)に 対 しては、中学 生の情報収集方法 を正確 に把握 しているか について、ア

ンケー ト調査 を実施 した。なお、アンケー トは、広報担 当者14名 、広報担 当者の所属校の

生徒1,010名 を対象 に実施 した。

【調査項 目 】

在校生 に対 してのアンケー ト

(A)高 校受検 の とき、受検校 の特色 は何であると思 ったか。

(B)高 校受検 のとき、高校 の情報 を主 に何か ら得たか。

広報担 当者 に対 してのアンケ ー ト

(C)中 学生は学校 の特色 を正 しく捉 えているか。〔(A)の集 計結果 を見て判断する。〕

(D)中 学生は高校 の情報 を主 に何か ら得て いるか。 〔(B)の結果 を見 る前 に予測する。〕

(2)調 査結果 と考察

広報担 当者の認識:中 学生は学校 の特色 を正 しく捉えて いるか 〔調査(C)の 結果〕

③

Φ よく提えている ② まあまあ捉えている あまり

捉えて
36X 50Y いr,い

us

④ 全く擾えてい心い0竃
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この結 果 か ら、広 報担 当者 は 「中学 生は学校 の特色 を一 定程 度 、正 しく捉 えて い

る」 と考 えて いる ことがわか る。 また、 中学 生の情報 収集 活動 は適切 に行わ れて いる

といえ る。

中学生は高校の情報 を主に何か ら得ているか 〔調査(B)と(D)の 結果〕

ioo
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四 広輻担当者

%の 分母は

実施人数である

この結 果か ら、中学 生は高校の情報 を主に①高校 ・学区 ・全都の学 校説明会 、②学

校案 内、③ 受験案 内な どの書籍か ら得 ている ことがわかる。なお 、生徒の⑧ そ の他 の

回答では、兄 ・姉、塾 の先生、学校行事な どがあった。

中学生が選んだ選択肢 の合計 は184%し かな く、 中学生の情報媒体 は平均 す ると2つ

以下 しかな いことになる。 また 、中学 生が選 んだ情 報媒体 で50%以 上の ものはない こ

とか ら、中学生は一種類 の情報 に依存 していない とい える。 この ことか ら、広 報担当

者 は多種多様 な方法で情報 を提供する必要がある と考えた。

一方 、広報担 当者は 「中学生 は高校 の情報 を何か ら得て いるか」 をほぼ予想 してい

る と読み取 ることができ る。 しか し、① 高校 ・学区 ・全都 の学校 説明会 、② 学校案内

な どでは、 中学生 と広報担 当者 との数値 の相違が大 きい。 この原 因 は、広 報担 当者は

直接、 自分 自身が関わ る情報媒体 を重視す る傾 向が強 いためであ ると考 え られ る。 中

学生 にとって学校説明会や学校 案内な どか らの情報収集 は、広 報担 当者が考 えるほど

大きなウェイ トを占めていな い ことを、広報担 当者 は自覚す る必要が ある。

また、受験案 内な どの書籍 は、中学生が選 んだ3番 目に多 い選択肢 であ るOこ の こ

とか ら、広報担 当者 は受験 案内な どか らの取材 を重視 する とともに、受験案 内な どに

お いて高校 の情報が正確 に伝 え られているか に留意 してお く必要が ある。
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以上の結果か ら、高校 の情報 を中学 生や家庭 、地域社会 に対 して効 果的 に伝 え るた

めには、学校案内、高校 ・学区 ・全都の学校説 明会な どをさ らに充実 させ るとともに、

中学校の担任な どの教員や保護者 にも、高校 の情 報 を様 々な方法で提供す る ことが重

要である。なお 、高校 の情報 を提供す る方法 は、「4視 覚的な手法 を取 り入れた広報

活動 の工夫」で扱った。

3効 果的な広報活動を行うための組織づくりの工夫

(1)広 報活動を担当する組織の現状と問題点

下図は、現状における広報活動と校内組織上の担当を示した例である。

(教頭)

〔教務部)

(庶務 〔総務〕部)

〔募集委員会)

F

・学 校 要 覧 、 学 校 案 内 の作 成
・学校説明 会や体験 入学

・学校訪問 への対応

・中学校へ の訪問

・公開講座 や施設開放

・ホ ーム ペ ー ジの 開 設 と運 営
L

ll

〔コ ン ピ ュータ 委員 会)儒 志 教員)

多様な広報活動 は、各学校 の事情 によ り、い くつかの分掌 ・委員会 に分散 されている

ことが多い。 どの分掌 にも属 さない業務 として、教頭が行 う場合 もある。ホームページ

の運営な どで は、技術 的な制約 もあ り、組織 として よ りも、個人の能力に頼 る傾向にな

りがちである。

各学校 によって広報活動の担 当が分散 していることとして 、次の理 由が考 え られ る。

・広報活動が新 しい仕事 として従来の業務分担 には位置付 けにくくなった
。

・広報活動の多様化 により、多 くの分野 の業務 をこな さな ければな らな くな った。

このような広報活動の現状か ら、以下の問題点 を指摘する ことができる。

・広報活動に一貫性がみ られない。

・外部か ら見 たときに、どこが広報活動の部署かわか りにくい。

・責任の所在が不明確 である。

・担 当者 によ り発信する情報が相違す ることがある。

(2)改 善の方 向と しての広報部の設置

そ こで広報活動 における前述の問題点 を解決するために、広報部 を設置 し、広 報活動

を独立 した分掌 として一元的 に行 うことを考えてみる。
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ア 学校組織上の広報部の位置づ け

広報部の位置づ けと家庭 ・地域 ・社会 ・学校 との関係は次の図のよ うに考え られ る。

イ 広報部 を設 けるメ リッ ト

(a)一 貫 した広報活動

各学校 にお いて、校長の経営方針

に沿って、一貫 した方 向性 をもつ広

報活動を行 うことがで きる。

(b)外 部 から見たときのわか りやすさ

広報部 を設置する ことによって、

外部か ら見た ときにわか りやすい組

織 となる。上図か らもイ メージされ

るよ うに、家庭 ・地域 ・社会か らす

れば、情報の発信 ・受信窓 口が どこ

か、明確 になる。

(c)情 報の精度 の向上

さまざまな分掌 ・委員会か ら発信 され る情報 は、さまざまな事情 によ り内容や数

値な どが異な り、受信者が混乱す る ことがある。情報 の発信が広報部 に一元化 され

て いれ ば情報の精度が 向上する とともに、誤 りや変更 のある場合 にも対処 しやす く

なる。

(d)受 信 した情報の校内への フィー ドバ ック

家庭 ・地域 ・社会か ら受 信 した情報 を、広 報部が集約 して、適切 に校 内 に伝 え

る ことによ り、外 部の情報が 整理 されて校 内に伝 え られ る とともに、学校 の特色

化 のため に有用な資料 とする ことがで きる。

ウ 広報部を設けることが困難な場合

広 報部 を設 ける メリッ トが理解 された として も、多 くの学校 で は現実 に、広 報部

を新 設す る人的な余裕 はな いで あろ う。 また、従来 まで各分掌 が行 って きた広 報活

動 との調整 は難 しいと思 われ る。

そ こで、広報部 を設 立できな い場合 には 「総務部(庶 務部)や 教務部な どの広 報

部 門」 として独立性 を高 め、で きるだけ広 報活動 を一元化 して い くことも考 え られ

る。

また、分掌外 に設け られた各種 委員会が、その役割に応 じて担 当す る広報活 動は、

できるだけ縮小 し、広報部(ま たは一元化 された広報部門)に 委ね る必要があろ う。

この よ うに、開かれた学校 づ く りを進 め、また広報活動 の多様化 に対応す るため

にも、従来 の考 え方や 組織 に とらわれず 、組織 と業務の再編 成 を行 う必 要があ る と

考 え られ る。
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4視 覚的な手法 を取 り入れた広報活動の工夫'興

本分科会では、視覚的な手法を用 いて効果的 に学校 の特 色を公開す る工夫 について研究

を行 った。学校の特色 を積極的 に公 開す ることによ って、それ までは特色 のある学校 とは

み られて いなかった学校 も、特色ある学校 と認知 され、学校 自身 をよ り特色化 してい く可

能性 を もた らす。平成14年 度か ら、全都立高校で シラバ ス(授 業要項)が 公開され るの

にあわせ、本研究 では授業 内容が効果的 に伝 え られ る広報 の方法 を研究 した。 また、様 々

な形態 の広報活動に対応で きるよ うに、基本 とな る広報素材(画 像等)の 共通化 を図 り、

能率的で効果的な広報活動 のサ ンプルを作成 した。

前項 で示 したア ンケー ト調査の結果 によ り、中学生が都立高校 を知る情報源 として、学

校案内のパ ンフレッ トや学校説明会 の重要性が改めて示 された。 したがって、 これ らの機

会 において各校の特色 がよ り鮮明 に伝え られる工夫 を してい くことが重要である。パ ンフ

レッ トでは、学校の特色 を積極的 に打ち出 した ものを制作すべきである。本分科会 にお い

て は、動画 を使 った学校 の特色 のアピール の仕方 につ いて以下 に示す こととす る。

(1)学 校の特色を映像で公 開する工夫

映像 によって 、学校 の特色や シ ラバス を公開す る方法 につ いて研究 を行 い、次の ビ

デオ を作成 した。近年 、 ビデオ はデジタル化 され 、会 場での上映やイ ンター ネ ッ ト上

で の公 開、また はデ ィス クに収録 して配布 す るこ とも可能 にな って いる。学 校の教育

榛 灘 欝2響 緊 活動全般・特色につ
醐脚 鄭 ψ"噸 鞠職 ゆ紺騰繕 い て 効 率 よ くま とめ

ビデオ の中 で掌 校の 特色 黄金 色に輝 く見 事 なイ
が ナ レー シ コンと とも1こ チ 司ウ並木
紹 介 され る。

捜莫 シーンも教員の協力を得て豊富1こ堰轟さ
シラバスがわか りやすく れる.鞭 員臼身の奮り1こよる捜婁の特色やシ
紹介される ラバスの解説 も座 り込む.

鍾難 鑛姦嚇 欝,鋤 。纈 鰺繊綿 襯

生桂による、学校の
將色についての墾言
もビデオの中で紹介
され る

た 映 像 資 料 を用 意 す

る こ と に よ り、 さ ま

ざ まな メ リ ッ トが も

た らされ る。例 えば、

学 校 説 明会 にお け る

教 員 の負 担 を少 な く
さ 　　

縫 譲 して 、説明会の 回数

耀 を増やす ことがで き

堕 た り、 説 明 担 当者 が

毎 回 変 わ って も 、 説

明 内容 に 一 定 程 度 の

均 質 性 を もた せ る こ

とが で き る 。 また 、

灘 蕎欝よう鞭鐸 罐鶏葱鐸籍蠕耀 繋購 響
と ともに、見学者 に とって も楽 しく学校の ことを知 る ことがで きる とい うメリッ トが

少 人 数 で 個 別 に学 校

見学 に来た人たちに、

この よ う な ビデ オ を

見 て も ら う こ とで 、

担 当者 の 負 担 が 減 る
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ある。

従 来、印刷物 を使用 して 口頭 で説明 していた教育課程 ・学校行 事 ・部活 動な どを、

解 説 ビデオ に置 き換 える ことが 可能 である。 さらに授業 の シラバス もこの ビデオ に盛

り込むな どの工夫が必 要で ある。 説明担 当者 は必要 に応 じて 口頭で補足す る ことによ

って効果的な学校説 明会 にま とめあげる ことがで きる。 このよ うな解説 ビデオ をCD

やDVDな どの電子媒体 に記録 して中学校 に配布 した り、訪問者 に持 ち帰って も らう

ことは、現在で はコス ト的 に も十 分に可能 にな って いる。なお、映像デ ータはイ ンタ

ーネ ッ トーヒで公開す ることも可能であ り,そ れにつ いては次項 で詳 しく述べる。

(2)学 校の特色をイ ンターネ ッ トで公開する工夫

近 年の コン ピュー タの普及 に伴 い、イ ンターネ ッ トを家庭や個 人 として利用す る機

会が多 くな った。 また公的施 設にお いて も、ホームペー ジの 開設が進 んで いる。 この

状況 を受 け、東京都 教育委員会 か ら学校向 けに、 ホー ムペー ジ利用 要項 や開設へ のた

だ し書 きが定め られ、現時点で は、 これに則 して作成す る必要がある。

平成14年 度 か ら、 中学 生 によ り適切な学校選択 を実 現 させ るため、入学者選抜 に

お ける学区 が廃 止 され る こととな った。そ のた め、中学生や保護者 が広 範 囲の高校 の

情報 を得 るため に、イ ンターネ ッ トの ホームペー ジの閲覧が多 くなる と考 え られ る。

これ らのことか ら、各都立高校では学校の情報 をイ ンター ネ ッ ト上 に公開す るため に、

ホームペー ジの開設や ドメイ ンの取得が本格化す ると思 われ る。

また、平成13年 度 か ら、通年 の授業公 開が実施 され、家庭 ・地域 ・社会 に学校 の

教育活 動が公開 され る こととな った。 こうした状況 の 中、 ホームペー ジ上 で授業 内容

や授 業風景や特別活動 の状況な どを映像(動 画)と して提 供 して いく意義 は大 き い。

開か れた学校づ く りが 一層推進 され てい くこととな る。 中学生や在校生 に とって も、

あ らか じめ学習内容 を知る機会ができることは、進路選択の情報 として も活用で きる。

授業風 景を公開す る研究 事 例 として、平成11年 度教育研 究員農工部会 での具体的

な研究 がある。そ こでは、在校 生か らは 「自分 自身の活動 を客観的 に捕 らえる ことが

できた。 また、次学年以 降の学 習内容 を知 り、学習 目的 を明確 にで き、進 路決定 に役

立った。」保護者か らは 「日ごろの学校訪問で は見 ることので きない活動 を知 る ことが

できた。我が子の学習 内容 を知 ることができた。」 中学生やそ の保護者か らは 「授業風

景や在校 生の学校行事 に取 り組む姿勢や雰囲気が感 じられ、進 路決定 に役立つ。」 な ど

の研 究報告が ある。なお、教育活 動 を公開す る上で、 生徒 の プライバ シーの保護 を十

分に考慮 しなければな らないのは言うまで もない。

学校教育 をよ りm充 実 させ るた めには、

家庭 ・地域 ・社会 と学校 間の双方 向の意見交

換を行いe時 代の変化や地 域 とと もに学校 も

絶 えず変化 し続 ける ことが重要で ある。そ の

ための方法 として 、学校 の情報 をホームペー

学

校

ボ

ム

ペ

アクセス

lK7葬
鞠:・ 廃1蓄 地 域

,

ジ
社会

情報や学校に
対する意見や感想
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〈 質問 〉中学2年 生で す。中学2年 生 で も参 加で きる学校 説明会

はいつ あ ります か。
《回答 》ホ ーム ペー ジの"本 校 のイ ベ ン ト"欄 に詳 しい ことを掲

載 して あ ります。
〈 質問 〉中学3年 生の男 子です。現在、写 真部 に所 属 しています。

進学 後は 、サ ッカー部 か、ほか の運動 部 に入 ろ うと思 っ

てい ます。情報 をお願 いします。

《回答 》サ ッカー部は 、頑張 ってい ます。"部 活 動。欄 に詳 しい

情報 を掲載 してあ ります。

〈質 問〉 中学3年 生の 女子で すが、技術 を 身に付 けた い と考え て
い ます0工 業高校 には 女子生徒 は何 人 くらい いますか 。

《回答 》 多くの工 業高校 では 、1学 年 に10人 以 下で す。人数 は

少な いですが 、み んな頑張 ってい ます。

ジで公 開す る とともに、閲覧者 か ら公開

内容や学校 に対す る意 見 を書 き込み欄や

メ ッセー ジ欄や伝 言板 な どを用 いて情報

を収集 す る ことは有効 で ある。収集 した

情報 に対 し、学校 と して の回答や対応 に

つ いてホーム ペー ジ上 で も答 えつつ 、学

校運 営 に取 り入 れ る ことによ り、特色 あ

る学 校づ くりを推 進す る ことがで きる。

多 くの学校では、ホームページを活用 した広報活動は、これか ら利用 が開始 される。

このた め、校 内組織 の整備や 公開 内容 の検 討、ホームペー ジの維持 及び更新 の知 識の

共有化 な ど、ホームペー ジの開設 に伴 う問題 につ いて、各学校 で検 討 ・研究 ・研修 を

十分 に行 うことな どが課題 とな る。 こうした課題 を解 決す る ことによ り、開かれた学

校づ くりを通 じて、特色 ある学校づ くりを推進できる。

将来的 なイ ンターネ ッ トの利用方法 として 学 校

は、IDパ ス ワー ドな ど特定者 アクセス権利

の条件整 備 をす ることで 、授 業公開 をよ り効

果的 に展 開す ることがで きる。学校 間連携 の

一つ の方 法 として、2校 同時授 業(イ ンター

ネ ッ ト授 業)や 授業バ ンク(年 間又 は数 回の

授業 をデ ーター として貯蔵 してお く)な どに

よって 、在校 生 には授業 の予習 ・復習 として

活用 し、学力の定着 を図 る。不登校 生徒 や長

期欠席 者 には、

シラバスの公開

授疑の公闘

授雛同時公開

援纂バンク(貯D

㊥ ⑧
⑧

在校生

期欠席

自宅か らで も授業 への機会 を確保 し、学習機 会 の継続 とともに学習へ

の意欲 の維持 を図 る。遠 隔地や時 間的 に忙 しい社会 人聴講 生 に対 し、 自宅か ら特色 あ

る授業の受講 の機会 をつ くるな ど、上の概念 図のよ うな多用な利用方法が可能である。
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Vま とめ と今後の課題

都立高校の開かれた学校づ く りが進 め られ るなかで 、開かれる ことによ って明 らか にな っ

て くる個性化 ・特色化 をどのように評価 し、教育課程 に工夫を加 え、それを外部 に伝 えて い

くか にっいて検討 を加えた。それぞれのまとめ と今後 の課題につ いて は、以下 の通 りで ある。

1学 校評価の結果を活か した特色化の方策

学校評価 は、単 に学校 を開 くとい う観点 にとどま らず、外部か らの声が吹き込 まれ るこ

とにその重要性がある。今回、学校運営連絡協議会 の試行校 の学校評価 において も、学校

には、 さまざまな改善すべ き点がある ことが明 らか になった。 しか し、同時に、学校評価

は、学校が特色化 を推進す る場合に大 きな手がか りにな ることが明 らか になった。各学校

は、試行校 が学校評価 を受 けて取 り組んだ実践例等 を参考 にす るなど して、外部か らの意

見 を学校運営 に着実 に反映 させ、個性的で特色 のある学校づ くりを推進する ことが必要で

ある。今後、各学校が、学校評価 の活用方法を研究 し、その成果 を蓄積する ことによ り、

都 立高校全体の個性化 ・特色化 が一層推 進され ることが求め られ る。

2特 色 ある教育課程 の工夫

生徒 の興味 ・関心 、適性 ・能力な どに配慮 した教育課程を編成す るとき、必ず しも従前

の方法では十分 に機能 しな い局面も考え られ る。そのための重要な処方箋の一つが、都立

高校の個性化 ・特 色化の推進 である。その実現 には、学校独 自の取 り組 みが必要で あるこ

とはい うまで もな い。 しか し、その方法には限界が ある。よ り一層の成果 を得るためには、

地域な どを取 り込んだ幅広 い連携 による教育課程の工夫が求め られ る。今回示 したモデル

プランは、基本的 にこの視点 に立つものである。今後 このよ うなモデルプ ランを実現す る

ため には、校内組織の在 り方の工夫や、連携 先の開拓お よび相互理解が必要 となって くる

と思われる。

3学 校 の特色を効果的に伝える広報活動の工夫

各学校 の特色 を効果的 に伝えるため に、広報活動 をよ り一層充実 させる必 要性 は、中学

生や広報担 当者へのア ンケー トか らうかが うことがで きた。開かれた学校 づ くりが進むな

なかで、各学校 における多様な広報活動をよ り効果的 に進めるため には、今 まで以上 に学

校の広 報体制 を整 備 しな ければな らな い。また、近年の情報技術 の急速な発 展に対応 して、

視覚的な手法 を取 り入れた広報活動が求 め られて いる。

受信 した情報を、 どのよ うに学校運営に役立て ることができるかは、開かれた学校づ く

りを進 める上で重要な ことである。家庭 ・地域 ・社会 に向けて、よ り効果的 な広報活動 を

行 うた めには、各学校の実態 に応 じた様々な工夫が必要 とな るであろ う。

〔今後 の課題 〕

開かれた学校づ くりを通 して特色 ある都立 高校 を目指すために、各校が どのような特色 を打

ち出 して いくべきか 、今回の研究 によって各分科会はそれぞれ の論点の重要性 を明 らか にして

きた。今後 はそれ らの個性化 ・特色化 に向けた方策 を、有機的に関連 させて実施 して いくこと

が求め られて いる。都立高校 に対す る都民の期待は大き く、特色化 に向けて の改革 に遅滞があ

ってはな らな い。都立高校 において、開かれ た学校の推 進 を通 して、 …層の個性化 ・特色化を

図る ことが期待されて いる。
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